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Ⅰ．研究目的
看護学生が、現代社会に蔓延するアディクション
現象に対して問題意識をもつこと、また、それらを
自らの問題として引きつけて意味づけられること、
アディクションの予防と対応（治療と看護）のあり
方を自ら考えられること、以上を教育目標として、
精神看護学演習においてアディクションに関する
事例を学生に複数提示し、その中から学生が 2 事
例を選択して所感を記すという試みを行った。本研
究では、精神看護学の一連の授業を終えつつある学
生が、アディクション事例から何を感じ、何を理解
し、何を考え、何を動機づけられたかを掌握するこ
と、また、今回の試みの有用性を吟味することを目
的とした。 
Ⅱ．研究方法
A 大学看護学科の学生（3 年生、80 名）を対象に、
教科書 1) のアディクション事例 22 事例を提示した。
対象学生にはこの中から任意の 2 事例を選択して、
所感を書くよう求めた。所感を分析対象とするこ
と、評価対象としないこと、個人は特定されない旨
等の倫理的事項について口頭説明し、了承を得た。
また、参加の自由を保証するために、分析対象とな
ることの拒否を保証し、その際の抵抗感を軽減する
ために、その旨の連絡は研究者以外の教員を窓口と
した。所感の内容は、テーマ分析の手法である没頭
/ 結晶化整理法を参考に、記述内において同じ意味
や内容を表すパーツごとに切片化したのちコード名
をつけて分類し、さらに共通項をカテゴリ化する手
法で質的帰納的に分析した。その際には看護学の質
的研究者のスーパービジョンを得た。
Ⅲ．結果
対象学生 80 名の全員から所感の提出を得た。こ
の内容を分析した結果、以下の 11 カテゴリが抽出
された。①依存症者との距離のとり方に関する原則
と、その原則を相容れない自らの気持、②依存症者
ではなくその家族を視野に入れたアプローチの重
要性（家族間の距離のとり方への着眼）、③依存の
対極にある自立とは、自分で考え、自分で行動し、
自分で決断する（断る）ことであると学ぶ、④自分
をもつことと、健全な人間関係の構築、⑤当事者
とそれにかかわる専門職者の依存に気づく（専門
職者が自分の限界に気づく）こと、⑥アディクショ
ンにおけるチームプレイと多職種間協働の有用性、
⑦専門職として支援することの本質（看護者のある
べき姿、共依存にならないこと）、⑧親との関係性
と家庭環境が人間関係のとり方（アディクション）
を創る、⑨家族の病としてのアディクション（ア
ディクションが家庭を壊す）、⑩「アディクション
が患者にそうさせた」という視点を学ぶ、⑪アディ
クションからの回復を信じる。
次に、カテゴリごとの典型的な所感を示す。
①依存症者との距離のとり方に関する原則と、その
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原則を相容れない自らの気持
85 歳の母親を虐待する 62 歳の息子の事例に対し
て、「介護疲労、無職であること、母親と一緒に過
ごす時間も長く、2 人暮らしであったことなどから
虐待が起きた。息子に一人で頑張らないよう伝える
ことが大切である。この事例では、看護師の『自分
でなんとかしたい』という思いから、自分が把握し
た虐待に関する情報をデイサービスやケアマネに
伝えておらず、それが一番の問題である。私たちが
日々グループワークをしている様に、医療でもチー
ムとして動くこと、勝手な行動はチームの輪を乱
し、解決するものも解決しなくなることを理解して
いることが大切だと思った」等の所感があった。
②依存症者ではなくその家族を視野に入れたアプ
ローチの重要性（家族間の距離のとり方への着眼）
覚せい剤依存で家族に迷惑をかけてきた息子が
救急医療をうけ、母親が延命治療を拒否するとい
う事例に対して、「後に母親や家族が、自責の念に
苛まれることがないとはいえない。だからこそ、家
族が本心で A 氏と向き合えるよう心のケアをする
必要がある。看護の対象は患者だけでなく、むし
ろ周りに目を向けることが大切と思う」等、また、
アルコール依存症で家族に迷惑をかけて孤独に亡
くなっていった父親の事例に対して、「こうなる前
に父親と家族の関係を変えることはできなかった
だろうか。看護師のかかわりで簡単に変わるもので
はないかもしれないが、少なくとも家族に父親の正
しい状態を説明し、ただ単に『だらしのない、頼
りにならない父親』ではないことを伝えたいと思っ
た」等の所感があった。
③依存の対極にある自立とは、自分で考え、自分で
行動し、自分で決断する（断る）ことであると学ぶ
家族入院をしたアルコール依存症者の妻の事例
に対して、「入院を決めたのは共依存であった妻自
身である。このことは、妻の自ら治療を受けようと
いう姿勢をあらわしており、入院後も積極的に治療
と向き合い、一人でどうしたら良いかわからないと
きは看護師に相談している（自分でそれを決断して
いる）。自立とは自分で考えて断ることも含めて決
断することだと思う」等が、飲酒問題を抱えた高校
生の事例に対しては、「高校生は 3 歳のころから親
に無理やり酒を飲まされ、小学校 5 年生では自ら
飲みたいと思うようになった。これからも保護者
（親）に強要されることもあるだろうし、思春期特
有のピアプレッシャーも無視できない。まずは、健
全な人間関係や自立した姿をしっかり示す大人が
身近にいることが必要であり、それはアディクショ
ン看護のポイントと考える」等の所感があった。
④自分をもつことと、健全な人間関係の構築
DV 被害者で飛び込み出産をした 10 代女性の事
例に対して、「どれだけ優しく接してくれるパート
ナーでも、暴力を振るうなら即刻別れるべきであ
り、それは簡単だと思っていた。しかし被害女性
の気持は物差しで計ることができない複雑な感情
であり、簡単に解決できるものではないと知った。
相手を信じれば信じるほど傷つけられるという仕
組みの中で、悩みを打ち明ける友人もいなければ、
周りに相談すること自体ができなかった。そうい
う女性にかかわるのにまず、看護師に信頼感をもっ
てもらうこと、社会資源を説明するなど情報提供し
て、社会から守られているという安心感をもっても
らうことが大切と考える」等の所感があった。
⑤当事者とそれにかかわる専門職者の依存に気づ
く（専門職者が自分の限界に気づく）こと
「力になってあげられるのは私だけ」という思い
にかられて、巻き込まれていった訪問看護師の事例
に対して、「『自分だけが・・』という気持が、療養
者と支援者の間にある一線を濁してしまうのかも
しれない。一生懸命な気持が強すぎると、両者が心
身ともに疲れてしまうこと、一線を引くことがお互
いの自立のために必要であることを知っているこ
とが重要と思った。訪問看護師もチームから孤立す
ることなんて望んでいなかっただろう。『みんなで
やっている仕事』であることを忘れてはならない
と思った」や、「看護師は相手を援助することが仕
事なので、感情移入をしすぎて境界線を引けずに、
自分が傷ついてしまうことはあってはならないと
思う。ボランティアではなく仕事であることを忘れ
ないようにしたい。相手の気持に寄り添いながらも
距離をとる、看護は難しい職業だと思う」等の所感
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があった。
⑥アディクションにおけるチームプレイと多職種
間協働の有用性
DV 被害者で飛び込み出産をした 10 代女性の事
例に対して、「まず、最初の妊婦検診で DV を発見
できなったことに問題があると思った。外来で DV
スクリーニングをしていればより早い段階で気づ
いて、飛び込み出産という危険な出産にはならずに
済んでいただろう。また、加害者（夫）が病院で騒
ぎ立てるようなことがあったら、スタッフ間で連携
をとって患者の不安を仰がないようにすべきだと
思った。出産後病院側が、夫と接触させないよう面
会人の出入りに注意するなど、専門職・スタッフ間
で連携をとったのは良いことであり、その後もフォ
ローアップとして、ソーシャルワーカー等を含む
チームプレイで支援し続けていくべきだと思った」
等の所感があった。
⑦専門職として支援することの本質（看護者のある
べき姿、共依存にならないこと）
摂食問題と対人関係困難を抱えた看護学生の事
例に対して、「看護学生の『実習での対人関係がス
トレスになってしまう』という声に共感した。意図
的に患者さんと人間関係を展開していかねばなら
ないので、アディクション問題の有無に関係なく、
学生にとって実習は辛いものだ。事例の看護学生の
ように対人関係作りにハンディのある学生は、なお
さらである。こうした学生の場合、教員の距離のと
り方が大切だとわかった。距離が近すぎると依存し
やすい関係になり、『自分だけが助けてあげられる』
という形となり、結果的にさらなるアディクション
に移行してしまう。2 名の教員で対応することでそ
れが防げることも学んだ」等の所感があった。
⑧親との関係性と家庭環境が人間関係のとり方（ア
ディクション）を創る
女性ギャンブル依存症者の事例に対して、「この
ケースは、もとをただせば DV から始まり、その現
実から逃げるためにギャンブルに走り、結果、子ど
もが不登校になるなど、アディクションが家族全体
に悪影響を与えていた（連鎖）。複雑な家庭環境の
中で育つ子どもは、その将来さえ、親の依存症に
よって壊されてしまうと感じた」等が、ヒステリッ
クで気分のむらが激しい母親に育てられた摂食障
害女性の事例に対しては、「親と子どもの信頼関係
を築きなおすこと、そのための継続的な見守りやア
ドバイス、支援がポイントと考えた。そのときに、
病気は本人だけのものではなく家族全体のもので
あることを伝え、3 者（本人と両親）が協力して病
気に打ち勝っていくことが早期回復につながると
考えた」等の所感があった。
⑨家族の病としてのアディクション（アディクショ
ンが家庭を壊す）
ヒステリックで気分のむらが激しい母親に育て
られた摂食障害女性の事例に対して、「本人は摂食
障害だけでなく自殺未遂、リストカットなどの自傷
行為、過食嘔吐、アルコールの大量摂取など、さま
ざまなアディクションを繰り返している。父親のセ
クハラ的な言動に反応して拒食となり、衝動買い
がおさまらなくなる。これらの背景には、親と子
の関係性が密接に関与している。家族の中でアディ
クションが生じ、当の本人は自分がなぜ生きている
のかがわからなくなってしまっているのではない
だろうか」、「本人はいくつもの病気を抱えているの
で、援助は長期にわたって継続的に行うことが大切
だと思う。家族には、病気は家族の病気であること
を伝えることが必要で、家族を非難するのでなく、
味方になるような努力も重要だと思う。いつでも社
会資源が存在すること、辛い時期にも相談できる相
手がいることがわかると、安心できて生活しやすく
なるのではないか」等の所感があった。
⑩「アディクションが患者にそうさせた」という視
点を学ぶ
アルコール依存症で家族に迷惑をかけて孤独に
亡くなっていった父親の事例に対して、「父親の生
活態度は、父親のもともとの怠惰な性格からではな
く、アルコール依存症という病気によって引き起こ
されたものであり、それは症状であることを家族に
説明しなければならないと思った」等が、またミュ
ンヒハウゼン症候群の事例に対して、「虐待と聞く
と身体的虐待やネグレクトを想像してしまうが、
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ミュンヒハウゼン症候群も、養育者が子育てを周
囲から賞賛されたいと願う余りに子どもを傷つけ、
献身的に看病するという特殊な虐待（アディクショ
ン）であることを知った。周囲の者が早期にそれに
気づくことと、それが病気であることを知ることが
不可欠だと思った」等の所感があった。
⑪アディクションからの回復を信じる
覚せい剤を使用する未熟な母親の事例に対して、
「覚せい剤を使用したことを連絡してきた母親に、保
健師が承認・賞賛したことに注目した。悩みを相談
されると励ましたり、否定したりしまいがちである
が、対象の気持を理解して受容し、臨機応変に対応
している。このようなケースでは、信頼関係の構築
と多職種との連携も必要である。今後も保健師が対
象者の回復を信じて生活に沿った援助をすることで、
対象者も成長できるのではないか。対象者が辛い過去
や悲しみを相談してくれたことで、保健師自身も成長
できたのではないかと思う」等の所感があった。
Ⅳ．考察
所感の分析結果から、学生は、紙面の複数の事例
を読み込んだ上でレポート作成の対象を選択して
まとめるというトレーニングを通じて、アディク
ション看護の本質や、システムズアプローチをベー
スとした依存の本質を心得た看護を学び、自立した
看護師を目指すことを動機づけられていることが
示された。学生にとって、物質使用障害をはじめと
した個々のアディクションの理解は容易であって
も、個々のアディクションに共通する特性や病理を
包括的に捉えるのは決して容易ではない。しかし事
例検討を通してアディクションを概念レベルで、し
かも自身の言葉で述べることができるようになり、
さらにアディクションについて具体化と抽象化を
繰り返す中で、その概念をより強固なものとしてい
ることが推察された。
看護学教育において、学生を対象とした事例検討
会や、事例検討の有用性については複数の先行所
見がある。糸島ら 2-3) と中島ら 4) は、臨地実習（成
人看護学）後の事例検討会の効果を確認するため
に、看護短期大学の学生を対象に質問紙調査を実施
し、その有用性を示唆している。また多久島ら 5) は、
プロセスレコードを用いた事例検討会（老年看護学
実習）の教育的効果を検討するために、事例検討会
で使用されたプロセスレコードの学生の記述内容
の分析と、学生の授業評価を実施し、事例検討会
が自己理解を深めるのに効果的な教育方法である
ことを報告している。さらに高田ら 6) は、基礎看
護学における点滴静脈内注射の技術演習において、
教員のデモンストレーションの模倣という形態で
はなく、事例検討と学生の演示を組み合わせた演
習を試み、その効果を学生のレポート内容とグルー
プの演示内容の分析（参加観察と VTR 撮影）、学
生の授業評価の分析を通じて示唆している。
以上の事例検討会や事例検討は、学生の相互交流
を経た事例検討である点が本試みとは異なる。事例
を学生間で共有することの意義は高いが、意見交換
するだけの人数や時間を揃えなくてはならない点
が、教育課程の物理的時間的制約がある中で難しい
ところである。今回の調査を通じて、アディクショ
ン看護を学ぶにあたっては必ずしも他学生との意
見交換を経なくとも、複数の事例を読み込み、その
ケースに自分自身が関わったら事例をどのように
捉えてどのように動くかを吟味することで教育的
効果が得られる可能性、つまり個人での事例学習の
有用性が示唆されたといえよう。
文献
1) 松下年子，吉岡幸子，小倉邦子編集，事例か
ら学ぶアディクション・ナーシング ― 依存症・
虐待・摂食障害などがある人への看護ケア ,　
中央法規出版，東京，2009
2) 糸島陽子，鯵坂由紀，吉田広美他：臨地実習終
了後の事例検討会の効果，京都市立看護短期大
学紀要，30: 131-139,　2005
3) 糸島陽子，古屋佳子：臨地実習終了後の事例検
討会の効果 2)，京都市立看護短期大学紀要 ,　
31: 149-159，2006
4) 中島優子，山田豊子，黒木美智子他：成人看護
実習における事例検討会の効果と課題，京都市
立看護短期大学紀要，35: 171-178,　2010
5) 多久島寛孝，田中康子，中原恵美他：自己理解
と他者理解を深める事例検討会の意義と教育的
効果 患者との援助的関係形成能力の育成に向
アディクション看護　第 16 巻 第 1 号　2019 年
88
けて，保健科学研究誌 ,　12: 41-52,　2015
6) 高田まり子，堀内輝子，安川仁子 : 事例検討と
学生の演示を組み合わせた演習の試み 1 年次
学生を対象にした点滴静脈内注射の技術演習 ,
北日本看護学会誌，10(2): 41-52,　2008
